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西山新山地域における人工地震探査 
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2000 年 3 月末に始まる有珠山で形成された西山新山地域において，貫入マグマおよび夥しい数の水蒸気爆発を
維持した地下水系を明らかにするために屈折法および反射法による地震探査を行った． 

屈折法の解析では５層構造が求められ，西山Ｂ火口直下には小規模な地累状構造が解析された．反射断面では
西山 B 火口の直下 200m の深さに連続性のよい顕著な反射面が認められた．この反射面は全体として盆状構造を示
し，最深部にあたる西山B 火口の北側でマグマの貫入による変形を示唆するように反射面はドーム状の構造が認め
られた． 

 
 
2000 年 3 月末に始まる有珠山の噴火活動は金比羅山および西山西麓地域を活動域とし，この地域に多くの火口

が開口し，小規模な水蒸気爆発が頻繁に繰り返されるとともに，広い範囲にわたって地盤が隆起した．標高約 190m
の潜在ドーム（屋根山）が形成された．西山火口域は約80m 隆起し，標高約190m の潜在ドーム（屋根山）が形成
され，この地下浅部にマグマの貫入が推定された．また，夥しい数の水蒸気爆発は地下浅部に発達した地下水系を
想定させた．この地下水系の解明や貫入マグマ検出の可能性を探ること目的に，2000 年 12 月 17 日～21 日にかけ
て，人工地震探査を実施した． 

探査測線は西山Ｂ火口を中心に隆起域を横断するように CDP ケーブルを配置し，屈折法および反射法による探
査を行った．測線長は 885m で地震計（L22D，2Hz）は 15m 間隔で設置した．屈折法探査では測線両端および測線中
心に，反射法では30m 間隔で発破点を設けた．また，アレイ観測のために測線北端にはこれに直行して水平動地震
計（L22D，2Hz）を 15m 間隔で設置した．データ収録にはストラトバイザー探鉱装置を使用し，夜間にはトリガー
モードで自然地震の観測を試験的に行った． 

屈折法の解析深度はおよそ 200m で，５層構造が得られた．求められた速度は薄い最上層が 0.5km/sec 未満，最
下層が 2.0～2.5km/sec である．最下層は北から南に向かって緩く傾いた構造を示し，北側では新規安山岩，南側
は外輪山溶岩と考えられる．反射断面では西山B 火口の直下200m の深さに連続性のよい顕著な反射面が認められ
た．この反射面は全体として盆状構造を示し，最深部にあたる西山 B 火口の北側でマグマの貫入による変形を示唆
するように反射面はドーム状を呈している．この反射面は地質層序や反射記録から低速度な下部更新統の可能性が
示唆され，頻繁な水蒸気爆発を維持した地下水は 200m 以深と推定されたこの下部更新統から供給されていたと考
えられる． 


